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唐
代
初
期
の
「
士
族
」
研
究
|
|
李
治
著
『
唐
代
〈
文
学
士
族
〉
は
じ
め
に
一
昨
年
、
李
浩
著
『
唐
代
三
代
地
域
文
学
士
族
研
究
(
増
訂
本
)
』
(
中
翠
書
局
、
二
O
O八
年
)
の
邦
訳
『
唐
代
〈
文
学
士
族
〉
の
研
究
開
中
・
山
東
・
江
南
の
三
地
域
に
即
し
て
』
(
松
原
朗
・
山
田
智
・
石
村
貴
博
訳
、
研
文
出
版
、
ニ
O
O九
年
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
邦
訳
の
松
原
朗
「
訳
者
序
」
に
、
「
本
書
の
真
面
白
は
、
唐
代
の
士
族
研
究
と
し
て
の
そ
れ
に
あ
る
」
と
し
て
、
「
唐
代
の
歴
史
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
ま
た
文
化
の
主
要
な
担
い
手
で
も
あ
っ
た
士
族
を
、
か
え
っ
て
境
界
的
な
場
所
に
置
き
忘
れ
て
い
た
従
来
の
研
究
の
不
備
を
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
(
五
頁
)
と
い
う
。
こ
の
言
葉
は
、
唐
に
先
行
す
る
六
朝
時
代
の
「
貴
族
」
(
中
国
の
学
界
に
お
け
る
「
士
族
」
な
ど
に
ほ
ぽ
相
当
)
に
関
心
を
も
っ
筆
者
に
は
、
重
く
ひ
ぴ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
本
邦
訳
は
、
近
年
停
滞
気
味
の
わ
が
国
に
お
け
る
六
朝
・
陪
唐
時
代
の
「
貴
族
」
研
究
に
、
問
題
を
投
げ
か
け
、
「
士
族
と
い
う
話
題
を
め
の
研
究
』
の
刊
行
に
寄
せ
て
|
|
I
 
l
 
--F 
A 
日
安
ぐ
っ
て
日
中
の
学
界
に
共
通
の
議
論
が
始
ま
る
・
E
・E
・
-
総
口
に
な
る
こ
と
」
(
訳
者
序
一
二
頁
)
を
願
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
李
浩
氏
の
著
書
は
、
陳
寅
悟
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
り
つ
つ
、
唐
代
「
文
学
士
族
」
説
を
提
起
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
「
文
学
士
族
」
説
の
研
究
史
的
位
置
づ
げ
に
つ
い
て
は
、
明
一
目
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
内
外
の
唐
代
「
士
族
」
「
貴
族
」
の
研
究
動
向
を
と
り
あ
げ
る
が
、
唐
代
と
い
っ
て
も
そ
の
前
半
と
後
半
と
で
は
大
き
く
様
相
を
異
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
前
半
で
も
則
天
武
后
期
以
前
と
以
後
と
で
は
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
則
天
武
后
期
以
前
の
唐
代
初
期
の
「
士
族
」
「
貴
族
」
に
か
か
わ
る
論
点
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
、
中
国
の
学
界
で
、
六
朝
「
士
族
」
か
ら
、
唐
代
「
士
族
」
へ
の
展
開
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
、
そ
の
聞
に
李
浩
氏
の
研
究
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え
る
。
上
記
学
界
展
望
を
行
う
に
先
立
ち
、
ま
ず
、
「
士
族
」
、
「
貴
族
」
な
ど
の
用
語
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
、
「
士
族
」
「
貴
族
」
中
国
の
学
界
で
使
用
さ
れ
る
「
土
族
」
に
つ
い
て
は
、
松
原
朗
「
訳
者
序
」
に
、
「
日
本
の
中
国
史
学
界
が
後
漢
な
い
し
唐
代
の
歴
史
を
解
釈
す
る
時
に
用
い
る
術
語
と
し
て
の
「
貴
族
」
と
、
基
本
的
に
は
同
値
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
」
と
述
べ
、
「
後
漢
か
ら
唐
代
に
至
る
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
「
士
族
」
が
、
日
本
の
学
界
に
お
い
て
「
貴
族
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
」
(
二
頁
)
と
す
る
よ
う
に
、
「
土
族
」
は
「
貴
族
」
に
相
当
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
一
方
、
「
士
族
」
に
は
「
歴
代
中
国
に
お
け
る
支
配
的
知
識
層
の
全
て
を
包
含
す
る
広
義
の
用
法
が
背
後
に
控
え
て
い
る
」
(
一
一
頁
)
の
で
、
)
「
士
族
」
と
「
貴
族
」
と
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
恰
の
聞
に
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
残
る
こ
と
も
松
原
氏
指
摘
の
航
と
お
り
で
あ
る
。
研
「
士
族
」
と
「
貴
族
」
に
つ
い
て
は
、
松
原
氏
に
よ
る
以
上
の
解
説
即
が
あ
る
が
、
「
士
族
」
、
「
貴
族
」
以
外
に
も
様
々
な
用
語
が
あ
る
。
乙
仕
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
杜
正
勝
主
編
『
中
国
文
化
史
』
(
三
民
書
局
、
一
蜘
九
九
五
年
)
の
第
二
篇
「
中
古
」
(
陳
弱
水
氏
執
筆
)
の
第
六
章
第
一
初
節
に
「
中
古
貴
族
」
な
る
項
目
を
掲
げ
て
、
明
解
に
述
べ
て
い
る
の
半
、骨
で
、
そ
れ
を
訳
出
し
て
み
よ
う
。
「
門
第
」
と
は
な
に
か
。
簡
単
に
い
う
と
、
中
古
時
代
(
三
世
紀
1
九
世
紀
)
に
社
会
に
於
い
て
最
高
の
地
位
を
享
有
し
た
家
族
81 
で
あ
る
。
歴
史
の
文
献
で
こ
の
種
の
家
族
に
関
す
る
呼
称
は
は
な
は
だ
多
く
、
「
門
第
」
の
ほ
か
、
「
世
家
」
・
「
世
族
」
・
「
大
族
」
・
「
門
閥
」
・
「
士
族
」
・
「
貴
族
」
・
「
旧
族
」
・
「
名
族
」
等
々
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
の
意
味
に
は
い
さ
さ
か
の
ち
が
い
が
あ
る
。
お
お
む
ね
、
「
世
家
」
・
「
世
族
」
・
「
旧
族
」
は
こ
れ
ら
の
家
族
が
悠
久
の
歴
史
を
も
つ
こ
と
を
顕
示
し
て
お
り
、
「
貴
族
」
・
「
門
閥
」
・
「
大
族
」
は
そ
れ
ら
の
勢
力
が
彪
大
な
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
「
門
第
」
・
「
名
族
」
は
そ
れ
ら
の
声
望
が
高
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
「
士
族
」
の
範
鴫
は
、
そ
れ
ら
が
教
育
を
重
ん
じ
、
文
化
を
も
つ
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
歴
史
の
実
際
状
況
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
「
門
第
」
の
実
際
の
内
容
を
全
面
的
に
お
お
う
も
の
で
は
な
く
、
大
部
分
の
「
門
第
」
は
以
上
の
各
名
称
が
あ
ら
わ
す
あ
ら
ゆ
る
性
質
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
絶
対
多
数
の
「
門
第
」
は
、
と
り
わ
け
東
晋
以
後
に
な
る
と
、
長
い
歴
史
を
も
ち
、
彪
大
な
社
会
的
勢
力
を
も
ち
、
崇
高
な
社
会
的
声
望
を
も
ち
、
子
弟
の
知
識
と
教
養
を
培
養
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
行
論
の
都
合
上
、
以
下
、
主
と
し
て
「
門
第
」
と
「
土
族
」
を
用
い
て
、
己
の
よ
う
な
家
族
を
呼
ぶ
乙
と
に
す
る
。
(
一
O
三
1
一O
四
頁
)
「
士
族
」
や
「
貴
族
」
以
外
に
も
多
く
の
用
語
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ど
れ
も
、
そ
の
実
際
の
内
容
を
全
面
的
に
お
お
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、
便
宜
的
に
ど
れ
か
を
選
ん
で
表
現
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
2
中
国
や
台
湾
で
は
、
「
士
族
」
の
ほ
か
に
「
門
第
」
や
「
世
族
」
な
ど
B
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
主
と
し
て
「
賞
族
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
「
貴
族
」
に
つ
い
て
は
、
池
田
温
「
貴
族
と
は
何
か
|
東
ア
ジ
ア
の
場
合
」
(
笠
谷
和
比
古
編
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
公
家
と
武
家
の
比
較
文
明
史
」
思
文
閣
、
二
O
O五
年
)
が
あ
る
。
日
本
の
学
界
で
は
、
内
藤
湖
南
以
来
、
六
朝
・
惰
唐
を
貴
族
制
の
時
代
と
す
る
立
場
か
ら
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
池
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
「
貴
族
」
の
語
自
体
の
用
例
を
検
索
し
そ
れ
に
即
し
て
問
題
を
考
究
す
る
こ
と
は
殆
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
(
二
六
五
頁
)
の
で
、
池
田
氏
の
研
究
は
、
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。
池
田
氏
に
よ
れ
ば
、
「
貴
族
」
の
語
は
、
早
く
『
史
記
』
に
楚
・
斉
の
有
力
豪
族
を
「
貴
族
」
と
称
す
る
一
例
が
み
ら
れ
る
が
、
『
漢
書
』
や
『
後
漢
書
』
に
は
み
ら
れ
ず
、
「
や
や
耳
慣
れ
ぬ
語
で
あ
っ
た
」
。
「
三
国
志
』
、
『
晋
書
』
、
『
宋
書
』
、
『
南
斉
書
』
、
『
貌
書
』
な
ど
に
は
、
高
級
官
人
の
一
族
や
地
方
の
有
力
な
一
族
を
指
す
用
例
が
散
見
す
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
で
「
貴
族
」
と
い
う
語
が
、
「
高
い
官
職
を
世
襲
的
に
占
め
て
政
治
を
占
有
す
る
と
と
も
に
、
社
会
や
文
化
の
局
面
で
も
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
中
国
の
中
世
社
会
を
特
色
づ
け
た
上
級
の
文
人
官
僚
層
」
を
指
す
用
語
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
内
藤
湖
南
以
来
の
貴
族
制
研
究
の
蓄
積
に
よ
る
の
で
あ
ろトつ。
池
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
中
国
・
台
湾
で
も
「
貴
族
」
が
「
士
族
」
な
ど
と
併
用
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
前
引
の
『
中
国
文
化
史
』
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
だ
が
、
「
貴
族
」
「
士
族
」
の
用
語
を
区
別
し
て
使
い
分
け
る
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
陳
爽
『
世
家
大
族
与
北
朝
政
治
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
)
は
、
「
土
族
」
に
つ
い
て
、
士
族
は
総
合
的
概
念
と
し
て
、
多
方
面
の
歴
史
的
内
容
が
あ
る
。
政
治
上
の
累
世
貴
顕
、
経
済
上
の
人
身
依
附
と
労
働
占
有
、
お
よ
び
文
化
上
の
家
学
世
伝
は
、
最
も
基
本
的
な
評
価
基
準
で
あ
る
。
そ
の
な
か
の
ど
の
一
つ
の
要
素
を
欠
い
て
も
、
完
全
な
意
味
で
の
「
士
族
」
を
構
成
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
(
一
八
九
頁
)
と
し
、
ま
た
、
「
士
族
」
と
「
貴
族
」
に
つ
い
て
は
、
士
族
と
貴
族
は
と
も
に
政
治
的
地
位
と
経
済
的
特
権
を
世
襲
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
が
、
そ
の
主
た
る
区
別
は
封
君
(
土
地
と
爵
位
を
与
え
ら
れ
る
)
の
法
律
的
保
障
の
有
無
で
あ
り
、
こ
の
区
分
は
北
貌
の
歴
史
を
理
解
す
る
上
で
最
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
北
貌
時
期
、
貴
族
は
主
と
し
て
拓
政
宗
室
と
鮮
卑
勲
貴
を
ふ
く
み
、
士
族
は
貌
晋
以
来
中
原
本
土
に
唐
住
す
る
世
家
大
族
お
よ
び
部
分
的
に
一
定
の
文
化
的
色
彩
を
そ
な
え
る
地
方
豪
強
を
ふ
く
む
。
(
一
九
六
頁
)
と
述
べ
て
、
「
貴
族
」
を
統
治
者
に
密
着
し
て
土
地
や
爵
位
を
与
え
ら
れ
た
特
別
の
存
在
と
し
、
文
人
官
僚
層
で
あ
る
「
土
族
」
と
は
、
区
別
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
学
界
で
は
「
貴
族
」
と
い
う
と
、
日
本
で
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
文
人
官
僚
層
と
し
て
の
「
貴
族
」
と
は
異
な
り
、
統
治
者
に
密
着
し
た
皇
族
や
外
戚
、
勲
賞
な
ど
の
特
別
な
階
層
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
と
と
を
お
さ
え
た
上
で
、
唐
代
初
期
の
「
士
族
」
の
研
究
動
向
を
み
て
み
よ
う
。
二
、
唐
代
初
期
の
「
士
族
」
【
中
国
に
お
け
る
研
究
動
向
〕
陳
寅
悔
『
唐
代
政
治
史
述
論
稿
』
(
初
出
一
九
四
四
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
O
年
)
は
、
唐
代
の
統
治
階
級
の
変
遷
に
つ
い
て
、
)
唐
代
の
統
治
階
級
は
、
則
天
武
后
が
「
関
中
本
位
政
策
」
を
破
恰
壊
す
る
以
前
に
は
、
字
文
泰
が
創
建
し
た
胡
漢
関
隣
集
団
の
胡
紅
漢
語
肢
を
除
け
ば
、
北
朝
伝
統
の
山
東
士
族
で
あ
り
、
外
廷
の
研
士
大
夫
は
た
い
て
い
と
の
類
の
人
で
あ
っ
た
。
(
七
一
頁
)
劇
と
、
唐
初
の
統
治
階
級
を
関
陣
集
団
と
山
東
士
族
と
か
ら
構
成
さ
れ
日
て
い
る
と
み
た
。
乙
の
山
東
士
族
と
い
う
場
合
の
「
士
族
」
に
つ
い
蜘
て
は
、
「
も
と
も
と
、
も
っ
ぱ
ら
先
代
の
高
官
厚
禄
を
唯
一
の
表
徴
と
初
す
る
の
で
は
な
く
、
家
学
お
よ
び
礼
法
な
ど
を
も
っ
て
そ
の
他
の
諸
問
問
姓
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
」
(
五
三
頁
)
、
「
そ
も
そ
も
土
族
の
特
質
は
門
3
風
の
優
美
な
る
こ
と
が
、
凡
庶
に
異
な
る
こ
と
に
あ
り
、
優
美
な
門
8
風
は
学
業
を
う
げ
つ
ぐ
こ
と
に
基
づ
き
、
放
に
士
族
の
家
が
代
々
伝
え
る
学
業
は
当
時
の
政
治
社
会
に
き
わ
め
て
重
要
な
影
響
が
あ
っ
た
」
(
七
二
頁
)
と
述
べ
る
よ
う
に
、
士
族
の
要
件
と
は
、
累
世
高
官
を
輩
出
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
学
業
の
継
承
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
山
東
士
族
の
学
業
の
内
容
は
、
主
に
経
学
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
関
陣
集
団
に
つ
い
て
は
、
士
族
と
は
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
関
隣
集
団
は
、
西
貌
・
北
周
・
階
以
来
の
高
官
の
子
孫
で
は
あ
っ
て
も
、
学
業
を
継
承
す
る
士
族
と
は
区
別
さ
れ
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
関
陣
集
団
を
士
族
に
含
め
な
い
点
で
は
、
在
銭
「
唐
太
宗
樹
立
新
門
閥
的
意
図
」
(
『
狂
銭
階
唐
史
論
稿
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
も
同
様
で
あ
る
。
門
閥
制
度
の
も
と
で
は
、
社
会
的
地
位
は
婚
姻
関
係
を
基
準
と
し
、
そ
の
場
合
に
重
視
さ
れ
る
の
は
「
清
」
、
つ
ま
り
「
文
化
的
伝
統
」
で
あ
る
。
関
隣
集
団
の
貴
門
は
、
李
唐
の
皇
室
も
含
め
て
、
こ
の
条
件
を
そ
な
え
て
い
な
い
。
(
一
五
三
頁
)
と
述
べ
、
「
李
唐
の
皇
室
は
「
貴
」
で
あ
る
が
「
清
」
で
は
な
い
た
め
、
唐
初
の
諸
帝
は
山
東
士
族
に
対
し
て
差
別
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
」
(
一
六
一
頁
)
と
述
べ
、
「
貴
族
」
と
い
う
語
こ
そ
用
い
て
い
な
い
が
、
唐
の
皇
室
お
よ
び
そ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
関
陣
集
団
が
「
貴
族
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
清
」
す
な
わ
ち
「
文
化
的
伝
統
」
を
ほ
こ
る
山
東
の
文
人
官
僚
乙
そ
が
「
土
族
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
4
と
の
よ
う
に
、
唐
初
の
い
わ
ゆ
る
関
陣
集
団
を
「
士
族
」
に
は
ふ
8
く
め
な
い
見
解
に
対
し
て
、
越
克
莞
「
『
氏
族
志
』
与
唐
太
宗
的
関
際
門
閥
観
」
(
『
漢
唐
史
論
集
』
復
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
は
、
関
臨
集
団
も
「
士
族
」
化
し
た
と
説
く
。
越
氏
に
よ
れ
ば
、
唐
初
に
な
る
と
、
山
東
士
族
は
、
陪
末
の
戦
乱
を
へ
て
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
衰
え
、
文
化
面
で
の
「
清
顕
優
勢
」
も
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
か
か
る
山
東
士
族
に
対
し
て
、
関
臨
集
団
に
出
自
す
る
軍
事
貴
族
は
、
西
貌
・
北
周
以
来
、
隆
感
に
お
も
む
き
、
隔
か
ら
唐
に
か
け
て
い
っ
そ
う
顕
赫
と
な
り
、
門
閥
化
し
て
、
尚
武
で
あ
る
と
同
時
に
崇
文
に
む
か
い
、
文
化
の
面
で
山
東
士
族
と
の
距
離
を
縮
め
て
い
き
、
山
東
士
族
の
優
越
条
件
は
消
失
し
は
じ
め
、
関
陣
貴
族
の
優
越
条
件
は
翠
固
に
な
っ
た
と
い
う
(
一
七
三
頁
)
。
越
氏
は
、
関
隣
貴
族
と
い
う
用
車
聞
を
用
い
て
、
関
隣
士
族
と
は
呼
"
は
な
い
が
、
上
記
の
山
東
士
族
の
衰
亡
と
関
陣
貴
族
の
優
越
を
、
「
東
西
士
族
門
第
相
互
の
消
長
」
(
一
七
三
頁
)
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
陣
貴
族
の
「
士
族
」
化
を
考
え
て
い
た
と
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
越
氏
は
、
ま
た
、
唐
の
太
宗
が
『
氏
族
志
』
を
編
纂
さ
せ
た
際
に
、
官
を
も
っ
て
等
級
を
定
め
る
「
尚
官
」
原
則
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
門
闘
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
新
門
閥
(
関
隠
貴
族
な
ど
)
を
も
っ
て
旧
門
閥
(
山
東
士
族
)
に
代
え
た
も
の
と
し
て
い
る
(
一
七
二
頁
)
。
郵
文
寛
「
唐
前
期
三
次
官
修
譜
牒
浅
析
」
(
中
国
唐
史
学
会
編
『
唐
史
学
会
論
文
集
』
険
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
所
収
)
も
、
唐
代
「
士
族
」
の
内
容
も
貌
晋
南
北
朝
と
大
い
に
異
な
る
。
そ
れ
は
あ
る
い
は
胡
漢
の
い
り
ま
じ
っ
た
軍
事
貴
族
で
あ
り
、
あ
る
い
は
寒
賎
出
身
の
兵
卒
出
身
者
で
あ
り
、
あ
る
い
は
周
辺
少
数
民
族
の
首
領
で
あ
っ
て
、
も
は
や
、
世
襲
的
に
官
僚
と
な
る
特
権
を
も
ち
、
経
学
・
門
風
礼
法
を
講
究
す
る
旧
門
閥
で
は
な
い
。
唐
代
「
士
族
」
を
単
純
化
し
、
旧
士
族
と
同
列
に
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
(
六
七
頁
)
と
述
べ
、
胡
漢
の
い
り
ま
じ
っ
た
軍
事
貴
族
!
い
わ
ゆ
る
関
隣
集
団
l
も
唐
代
「
士
族
」
に
含
め
て
考
え
て
い
る
が
、
関
陣
貴
族
が
士
族
化
し
た
と
い
う
の
と
は
逆
に
、
唐
代
の
「
士
族
」
が
旧
来
の
「
士
族
」
と
は
異
な
っ
て
、
も
は
や
「
世
襲
的
に
官
僚
と
な
る
特
権
を
も
ち
、
経
学
・
門
風
礼
法
を
講
究
す
る
旧
門
閥
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
方
向
で
論
じ
て
い
る
点
は
、
注
意
を
要
す
る
。
一
方
、
唐
長
両
市
『
貌
晋
南
北
朝
階
唐
史
三
論
』
(
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)
は
、
関
中
士
族
は
北
貌
の
時
、
際
商
の
李
氏
が
特
殊
な
事
情
で
山
東
に
列
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
そ
の
他
の
諸
郡
の
著
姓
、
た
と
え
ば
京
兆
の
章
・
社
な
ど
は
、
地
位
も
山
東
高
門
に
く
ら
べ
て
低
い
。
.
・
彼
ら
は
東
西
貌
分
裂
の
際
に
も
、
山
東
士
族
と
同
様
、
堅
固
な
郷
里
の
基
盤
を
も
ち
、
「
郷
兵
」
「
義
衆
」
と
称
せ
ら
れ
る
宗
族
郷
里
の
武
装
勢
力
を
組
織
で
き
た
。
字
文
泰
が
関
隣
豪
族
を
利
用
し
、
西
貌
の
地
方
豪
強
武
装
を
府
兵
組
織
に
組
み
入
れ
る
政
策
を
推
進
し
て
以
来
、
関
中
河
東
地
区
の
門
閥
豪
強
は
政
治
軍
事
上
、
武
川
系
軍
事
貴
族
と
緊
密
に
連
携
し
た
の
で
、
惰
初
・
唐
初
ま
で
、
彼
ら
は
高
官
を
輩
出
し
、
政
治
上
、
優
越
な
地
位
を
享
有
し
た
。
(
一
ニ
七
七
頁
)
と
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
関
陣
集
団
の
な
か
に
も
、
山
東
士
族
と
同
様
の
士
族
の
存
在
す
る
と
と
を
重
視
し
、
こ
れ
を
関
中
士
族
と
呼
ぷ
。
そ
し
て
、
北
周
・
楕
・
唐
の
皇
室
を
出
し
た
武
川
鎮
出
身
の
将
軍
の
家
柄
に
は
、
軍
事
貴
族
と
い
う
呼
称
を
与
え
て
い
る
。
唐
氏
は
、
ま
た
、
山
東
の
高
門
は
、
実
際
に
は
関
中
・
江
左
の
士
族
も
同
様
に
、
伝
統
的
社
会
地
位
の
ほ
か
、
悠
遠
な
文
化
伝
統
を
そ
な
え
て
お
り
、
彼
等
は
こ
の
よ
う
な
優
越
条
件
に
よ
っ
て
、
科
挙
制
の
時
代
に
、
)
な
お
も
世
の
人
の
羨
望
の
ま
と
で
あ
る
進
士
科
に
合
格
し
て
、
崎
す
で
に
失
っ
た
政
治
経
済
特
権
を
あ
ら
た
め
て
獲
得
し
た
よ
四
紅
O
一
頁
)
研
と
述
べ
て
、
山
東
・
関
中
・
江
左
の
士
族
が
、
そ
の
文
化
伝
統
な
ど
劇
の
優
越
条
件
に
よ
っ
て
、
進
士
科
に
合
格
す
る
、
と
い
う
。
日
李
浩
氏
は
、
唐
長
諸
氏
と
ほ
ぽ
同
じ
意
味
で
「
関
中
士
族
」
の
語
扮
を
用
い
つ
つ
、
武
川
系
軍
事
貴
族
も
の
ち
に
「
士
族
」
化
し
て
、
関
捌
中
士
族
に
加
わ
る
と
考
え
る
(
『
唐
代
関
中
士
族
与
文
学
(
増
訂
将
)
』
酎
第
五
章
「
唐
代
関
中
文
学
群
体
的
構
成
」
)
。
李
浩
氏
は
、
唐
代
の
中
5
国
を
お
お
ま
か
に
三
地
域
に
分
け
て
、
各
地
域
の
「
士
族
」
の
動
向
8
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
(
邦
訳
第
三
章
「
唐
代
文
学
士
族
の
成
立
」
一
O
五
貰
)
。
江
南
・
・
南
朝
の
「
士
族
」
は
も
と
も
と
文
学
世
家
で
あ
っ
た
が
、
南
朝
滅
亡
に
よ
っ
て
本
来
の
地
位
を
失
っ
た
。
し
か
し
唐
王
朝
が
文
学
的
才
能
を
尊
重
し
、
彼
ら
を
登
用
し
て
そ
の
才
能
を
発
揮
さ
せ
た
の
で
、
彼
ら
は
本
来
の
長
所
を
発
揮
す
る
乙
と
が
で
き
た
。
山
東
・
・
山
東
の
「
士
族
」
は
も
と
も
と
礼
法
や
経
学
で
名
声
を
博
し
て
い
た
が
、
唐
王
朝
に
出
仕
す
る
た
め
に
長
安
・
洛
陽
の
付
近
に
移
住
し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
科
挙
進
士
科
の
試
験
競
争
に
参
入
し
た
。
つ
ま
り
、
文
学
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
関
中
・
・
関
中
の
「
士
族
」
は
も
と
も
と
儒
学
や
史
学
の
担
い
手
で
あ
っ
た
が
、
北
朝
で
は
武
力
面
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
西
輔
副
・
北
周
の
統
治
者
集
団
と
結
合
し
て
「
関
陣
集
団
」
を
形
成
し
、
階
唐
の
「
関
中
本
位
政
策
」
の
実
施
期
に
あ
っ
て
は
、
武
勲
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。
し
か
し
武
則
天
以
後
、
彼
ら
も
科
挙
進
土
科
に
対
応
す
る
た
め
に
文
学
重
視
へ
む
か
う
。
以
上
、
唐
代
の
三
地
域
の
「
士
族
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
道
を
た
ど
り
な
が
ら
も
文
学
の
重
視
と
い
う
同
じ
結
果
に
た
ど
り
着
き
、
「
文
学
士
族
」
と
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
三
地
域
の
「
土
族
」
が
、
進
士
科
試
験
に
参
入
す
る
途
を
た
ど
る
と
い
う
点
も
、
唐
長
蒲
説
と
同
じ
だ
が
、
と
く
に
そ
れ
を
「
文
学
士
族
」
な
る
概
念
で
お
さ
え
よ
う
と
す
る
点
が
李
浩
説
の
特
色
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
乙
の
「
文
学
士
族
」
の
歴
史
的
意
義
は
、
ど
こ
に
あ
6
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
邦
訳
書
第
十
章
「
「
詩
賦
取
8
士
」
説
」
の
次
の
記
述
が
示
唆
的
で
あ
る
。
文
学
は
経
学
と
異
な
り
、
学
校
教
育
に
依
存
せ
ず
、
独
学
で
才
能
を
伸
ば
す
と
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
厳
格
な
家
学
や
師
侍
と
い
う
制
度
は
打
破
さ
れ
、
能
力
あ
る
者
は
個
人
の
創
造
力
に
よ
っ
て
才
覚
を
露
し
、
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
二
九
O
頁
)
こ
の
記
述
の
前
に
は
、
唐
代
は
士
族
発
展
の
後
期
で
あ
り
、
士
族
の
滅
亡
は
二
種
の
流
動
化
の
結
果
で
あ
る
。
第
一
に
、
仕
官
と
戦
争
に
よ
る
水
平
運
動
が
、
士
族
の
地
縁
を
喪
失
さ
せ
た
。
第
二
に
、
科
挙
に
よ
る
上
下
垂
直
の
移
動
が
、
士
族
の
階
級
的
特
性
を
失
わ
せ
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
科
挙
制
度
は
士
族
制
度
の
消
滅
を
促
し
た
触
媒
で
あ
る
。
(
二
八
九
1
二
九
O
頁
)
と
、
唐
代
は
、
「
士
族
」
階
級
が
消
滅
に
む
か
う
時
期
で
あ
り
、
そ
の
触
媒
の
役
割
を
果
し
た
の
が
科
挙
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
、
家
学
の
束
縛
か
ら
自
由
で
あ
る
と
い
う
文
学
の
特
質
を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
代
々
文
学
に
務
め
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
世
家
」
と
な
り
得
た
「
文
学
士
族
」
も
、
独
学
で
も
才
能
を
伸
ば
せ
る
文
学
の
特
質
に
よ
っ
て
、
や
が
て
「
士
族
」
と
し
て
の
独
自
性
を
喪
失
し
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
【
日
本
に
お
け
る
研
究
動
向
】
中
国
の
学
界
で
、
い
わ
ゆ
る
関
臨
集
団
を
「
士
族
」
に
含
め
る
か
否
か
で
、
見
解
の
相
違
が
み
ら
れ
る
己
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
わ
が
国
の
学
界
で
も
、
唐
初
の
統
治
階
層
を
「
貴
族
」
と
認
め
る
か
否
か
で
、
論
争
が
あ
っ
た
。
布
目
潮
瀬
「
唐
初
の
貴
族
」
(
初
出
一
九
四
八
年
、
同
氏
『
階
庸
史
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
八
年
所
収
)
は
、
唐
初
の
統
治
階
層
を
「
貴
族
」
と
は
認
め
な
い
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
従
来
唐
初
は
な
お
貴
族
政
治
の
時
代
で
あ
る
と
せ
ら
れ
た
が
、
南
北
朝
以
来
の
貴
族
群
は
、
唐
代
の
政
治
に
は
あ
ま
り
関
与
せ
ず
、
野
に
あ
っ
て
余
威
を
保
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
唐
代
の
盛
族
は
と
い
え
ば
、
唐
室
李
氏
、
惰
室
楊
氏
及
び
そ
れ
ら
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
蛮
族
出
身
者
が
多
い
。
そ
し
て
政
治
の
実
権
を
握
っ
た
の
は
、
貌
周
斉
階
以
来
の
武
人
的
官
僚
の
家
柄
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
が
南
北
朝
的
に
貴
族
化
し
た
乙
と
は
見
え
な
い
。
故
に
唐
初
に
貴
族
政
治
が
行
わ
れ
た
と
す
る
説
は
疑
問
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
三
八
三
頁
)
す
な
わ
ち
、
唐
初
に
統
治
階
層
を
形
成
し
た
「
盛
族
」
は
、
皇
室
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
蛮
族
出
身
者
や
北
朝
以
来
の
武
人
的
官
僚
の
家
柄
で
あ
り
、
南
北
朝
的
な
貴
族
で
は
な
か
っ
た
と
、
陳
寅
俗
説
に
も
通
ず
る
学
説
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
布
団
説
に
対
し
て
、
布
団
氏
が
北
朝
以
来
の
武
人
的
官
僚
に
分
類
し
た
人
物
表
寂
・
表
短
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
、
や
は
り
南
北
朝
的
な
「
貴
族
」
で
あ
る
と
反
論
し
た
の
が
矢
野
主
税
「
「
唐
初
の
貴
族
政
治
」
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
学
』
九
輯
、
一
九
五
四
年
)
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
井
秀
一
「
唐
代
前
期
の
貴
族
」
(
『
歴
史
教
育
』
十
四
巻
五
号
、
一
九
六
六
年
)
も
、
矢
野
氏
と
同
様
の
観
点
か
ら
、
「
北
朝
系
漢
人
官
僚
の
家
柄
の
も
の
」
が
「
殆
ど
文
人
的
・
文
官
的
性
格
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
(
四
O
頁
)
と
指
摘
し
、
ま
た
、
「
関
陣
対
山
東
と
い
う
地
域
的
特
色
が
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
程
濃
厚
で
な
い
」
(
四
二
頁
)
乙
と
も
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
谷
川
道
雄
『
陪
唐
帝
国
形
成
史
論
』
第
阻
編
第
4
章
「
周
末
・
階
初
の
政
界
と
新
旧
貴
族
」
(
筑
摩
書
一
一
房
、
一
九
七
一
年
、
増
補
)
版
一
九
九
八
年
)
は
、
い
わ
ゆ
る
関
臨
集
団
に
つ
い
て
、
「
旧
来
の
門
時
閥
貴
族
と
は
異
な
っ
た
タ
イ
プ
を
示
し
、
ま
た
他
方
で
は
、
そ
れ
と
ん
ん
の
共
通
性
教
養
士
大
夫
的
性
格
を
そ
な
え
て
い
る
。
か
れ
ら
に
つ
研
い
て
見
ら
れ
る
文
武
両
兼
的
人
格
は
、
新
時
代
の
官
人
像
を
あ
ら
わ
制
す
徴
標
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
真
率
で
侠
気
に
富
む
性
格
、
日
職
務
に
た
い
す
る
忠
実
さ
や
実
務
性
、
民
衆
と
遊
離
し
な
い
生
活
感
蜘
情
等
々
も
、
か
れ
ら
の
な
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」
(
増
湖
補
版
三
五
三
1
三
五
四
頁
)
と
述
べ
、
彼
ら
を
「
新
貴
族
」
と
位
置
副
聞
付
け
た
。
「
旧
来
の
門
閥
貴
族
と
は
異
な
っ
た
タ
イ
プ
」
と
し
つ
つ
も
、
7
「
教
養
士
大
夫
的
性
格
」
に
お
い
て
共
通
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
「
貴
B
族
」
と
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
吉
岡
真
「
階
・
唐
前
期
に
お
け
る
支
配
階
層
」
(
『
史
学
研
究
』
一
五
五
号
、
一
九
八
二
年
)
は
、
「
当
代
支
配
者
層
中
の
最
高
級
氏
族
(
「
門
閥
」
)
の
み
な
ら
ず
、
支
配
層
の
全
体
を
貴
族
と
規
定
す
る
」
観
点
か
ら
、
「
郡
望
表
」
所
載
の
「
門
閥
」
以
外
の
地
域
名
族
を
「
郡
姓
」
と
呼
び
、
こ
の
「
郡
姓
」
と
「
門
閥
」
と
を
「
貴
族
」
と
規
定
し
た
。
乙
の
観
点
か
ら
は
、
山
東
貴
族
や
関
臨
集
団
は
も
と
よ
り
、
地
方
名
族
層
も
含
め
て
、
か
な
り
広
範
な
階
層
が
「
貴
族
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
「
貴
族
」
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
た
場
合
、
唐
前
期
の
支
配
層
の
推
移
は
、
関
中
「
門
閥
」
を
核
と
し
た
時
期
(
七
世
紀
前
半
)
と
、
山
東
の
「
郡
姓
」
・
非
「
郡
姓
」
(
非
貴
族
)
が
官
僚
機
構
上
層
部
に
進
出
し
た
時
期
(
七
世
紀
後
半
1
八
世
紀
前
半
)
に
わ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
科
挙
制
で
あ
る
が
、
一
方
、
「
門
閥
」
も
科
挙
制
に
積
極
的
に
対
応
し
た
の
で
、
「
門
閥
」
と
「
郡
姓
」
と
を
あ
わ
せ
た
貴
族
層
が
多
数
を
占
め
、
た
だ
ち
に
は
非
貴
族
層
の
拾
頭
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
(
三
四
頁
)
。
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る
関
陣
集
団
を
「
貴
族
」
に
含
め
る
見
解
が
多
い
。
「
貴
族
」
に
含
め
な
い
の
は
布
目
氏
の
み
だ
が
、
中
国
の
陳
寅
悔
氏
や
在
銭
氏
が
、
家
学
や
礼
法
の
面
か
ら
関
隊
集
団
を
「
士
族
」
と
は
認
め
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
布
目
氏
の
場
合
は
、
南
北
朝
的
な
「
貴
族
」
で
は
な
い
乙
と
が
理
由
T
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
の
「
貴
族
」
に
つ
い
て
は
、
布
目
氏
の
「
階
唐
史
研
究
の
歩
み
」
(
初
B
出
一
九
七
六
年
、
『
布
目
潮
楓
中
国
史
論
集
上
巻
』
汲
古
書
院
、
ニ
0
8
0
三
年
所
収
)
に
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
貴
族
」
と
は
、
「
大
官
(
お
お
む
ね
三
品
以
上
)
を
代
々
世
襲
し
て
い
る
家
」
で
あ
る
が
、
漢
人
の
そ
れ
に
限
定
し
、
胡
族
の
そ
れ
は
含
め
な
い
、
と
い
う
。
そ
の
見
解
か
ら
、
「
貌
・
晋
よ
り
南
朝
梁
に
至
る
時
代
は
や
は
り
貴
族
制
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
時
代
」
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
上
掲
の
研
究
の
な
か
で
、
布
目
氏
以
外
は
、
関
臨
集
団
も
「
貴
族
」
に
含
め
て
考
え
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
内
藤
湖
南
以
来
、
六
朝
陪
唐
を
貴
族
制
の
時
代
と
捉
え
る
見
解
が
有
力
で
あ
り
、
六
朝
と
階
唐
の
「
貴
族
」
の
質
的
相
違
に
関
し
て
は
あ
ま
り
活
発
な
議
論
が
み
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
で
は
、
前
掲
の
都
文
寛
氏
の
説
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
六
朝
の
「
士
族
」
と
唐
代
の
そ
れ
と
の
相
違
が
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
次
節
で
は
、
そ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
、
六
朝
「
士
族
」
か
ら
唐
代
「
士
族
」
へ
中
国
の
学
界
で
は
、
六
朝
の
「
士
族
」
と
唐
代
の
そ
れ
と
の
質
的
相
違
を
強
調
重
視
す
る
見
解
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
呉
宗
国
「
唐
代
士
族
及
其
衰
落
」
(
中
国
唐
史
学
会
編
『
唐
史
学
会
論
文
集
』
侠
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
所
収
)
は
、
六
朝
時
代
に
は
、
「
士
族
に
列
せ
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
一
定
の
政
治
経
済
特
権
を
享
有
し
、
そ
の
門
第
の
高
低
に
よ
っ
て
中
央
や
地
方
で
相
応
の
官
職
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
が
、
階
代
に
九
品
中
正
制
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
唐
代
の
士
族
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。唐
朝
で
は
門
第
に
よ
っ
て
入
仕
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
五
品
以
上
の
官
僚
の
子
弟
は
門
蔭
で
入
仕
で
き
た
が
、
一
定
の
官
職
を
世
襲
す
る
と
と
は
で
き
ず
、
子
弟
に
対
し
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
官
僚
と
な
り
、
代
々
高
官
厚
禄
を
享
有
す
る
保
障
を
与
え
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
蔚
代
の
政
治
経
済
特
権
は
み
な
官
口
聞
を
基
準
と
し
、
五
品
以
上
の
官
は
子
孫
に
門
蔭
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
同
居
す
る
す
べ
て
の
家
族
の
賦
役
を
免
除
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
六
品
以
下
の
官
は
子
孫
に
門
蔭
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
人
の
賦
役
を
免
除
す
る
乙
と
が
で
き
た
。
よ
っ
て
門
第
に
よ
る
だ
け
で
は
一
定
の
官
職
は
な
く
、
相
応
の
政
治
経
済
特
権
も
な
い
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
門
閥
制
度
は
唐
代
で
は
完
全
に
崩
壊
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
一
六
1
一
七
頁
)
六
朝
的
な
門
閥
制
度
は
、
唐
代
で
は
完
全
に
崩
壊
し
て
、
門
第
(
家
格
)
に
よ
る
代
々
の
高
官
厚
禄
の
保
障
は
な
く
な
り
、
士
族
は
高
官
に
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
子
孫
に
門
蔭
や
賦
役
免
除
の
特
権
を
及
ぽ
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
。
李
光
舞
「
筒
論
唐
代
山
東
旧
士
族
」
(
向
上
書
所
収
)
も
、
惰
朝
は
全
中
国
を
統
一
し
、
中
央
集
権
制
度
を
樹
立
し
、
正
式
に
九
品
中
正
制
を
廃
止
し
、
門
蔭
制
と
課
役
免
除
特
権
を
享
受
す
る
の
は
宗
室
・
貴
戚
と
高
級
官
僚
だ
け
で
、
一
般
士
人
は
含
ま
れ
な
く
な
っ
た
。
と
れ
よ
り
、
士
族
制
度
は
そ
の
存
在
の
法
律
的
根
拠
を
完
全
に
失
っ
た
。
唐
朝
に
な
る
と
、
士
族
は
士
族
制
度
の
残
余
形
態
と
し
て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
彼
等
は
政
治
上
、
経
済
上
、
特
権
を
享
有
せ
ず
、
唐
朝
政
府
の
三
度
に
わ
た
る
官
修
姓
族
志
録
は
、
一
歩
進
ん
で
士
族
の
範
囲
を
拡
大
し
た
。
(
四
三
頁
)
と
、
階
代
の
九
品
中
正
制
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
士
族
の
政
治
経
済
特
権
を
保
障
す
る
制
度
は
な
く
な
り
、
唐
代
の
士
族
は
士
族
制
度
の
残
)
余
形
態
と
し
て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
。
胎
唐
長
蒲
『
貌
晋
南
北
朝
惰
唐
史
三
論
』
(
前
掲
)
も
、
唐
代
の
士
族
紅
が
任
官
の
特
権
な
ど
を
失
ぃ
、
ま
た
、
宗
族
郷
里
と
の
緊
密
な
関
係
研
も
失
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
劇
そ
の
こ
と
は
決
し
て
門
閥
階
層
の
消
失
と
同
じ
で
は
な
く
、
ま
仕
た
門
閥
貴
族
の
社
会
に
お
け
る
特
殊
な
地
位
の
消
失
と
同
じ
で
初
も
な
い
。
門
閥
現
象
は
、
一
種
の
社
会
的
存
在
と
し
て
は
、
す
祝
ぐ
に
歴
史
の
舞
台
か
ら
退
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
流
風
余
半、風韻
は
相
当
長
い
期
間
存
続
し
た
。
9
と
述
べ
、
唐
代
の
「
士
族
」
|
こ
と
で
は
「
門
閥
貴
族
」
|
が
、
「
社
8
会
に
お
け
る
伝
統
的
な
崇
高
な
地
位
」
を
な
お
保
持
し
て
い
た
と
論
じ
る
(
三
七
O
頁)。
李
浩
氏
は
、
陳
寅
熔
氏
の
、
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
「
士
族
」
と
い
う
観
点
を
継
承
し
つ
つ
、
「
士
族
」
が
如
何
な
る
内
容
の
文
化
を
担
う
か
に
着
目
し
て
、
「
文
学
士
族
」
「
経
学
士
族
」
の
概
念
を
提
起
す
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
を
用
い
て
、
李
浩
氏
は
、
後
漢
「
経
学
士
族
」
↓
六
朝
「
門
閥
士
族
」
↓
唐
代
「
文
学
士
族
」
と
い
う
構
図
を
描
く
(
邦
訳
第
三
章
、
一
O
五
頁
)
。
六
朝
に
つ
い
て
は
、
如
何
な
る
内
容
の
文
化
を
担
う
か
で
は
な
く
、
「
門
閥
士
族
」
と
い
う
概
念
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
李
浩
氏
は
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
南
朝
の
「
士
族
」
に
つ
い
て
、
「
も
と
も
と
文
学
世
家
」
と
い
う
指
摘
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
六
朝
時
代
に
は
文
学
は
士
族
に
と
っ
て
は
一
種
の
教
養
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
唐
代
に
な
る
と
文
学
は
士
族
に
と
っ
て
出
世
の
た
め
の
道
具
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
(
邦
訳
一
O
五
頁
)
と
い
う
指
摘
を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
も
と
も
と
文
学
世
家
」
と
い
う
の
は
、
南
朝
「
士
族
」
が
早
く
か
ら
「
文
学
士
族
」
化
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
南
朝
の
「
士
族
」
も
、
「
門
閥
士
族
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
李
浩
氏
の
研
究
に
あ
っ
て
も
、
六
朝
「
士
族
」
は
、
先
行
研
究
の
通
説
的
理
解
に
よ
っ
て
、
「
門
第
」
「
門
閥
」
に
よ
る
特
権
を
重
視
し
て
、
「
門
閥
士
族
」
と
い
う
概
念
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
90 
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
李
浩
氏
の
唐
代
「
文
学
士
族
」
論
を
、
内
外
の
研
究
動
向
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
六
朝
階
唐
の
「
士
族
」
研
究
の
論
点
は
多
岐
に
渉
る
た
め
、
唐
代
初
期
の
統
治
階
層
の
性
格
論
争
や
六
朝
「
士
族
」
か
ら
唐
代
「
士
族
」
へ
の
変
質
を
め
ぐ
る
論
点
に
し
ぼ
っ
た
。
最
後
に
、
唐
代
「
文
学
士
族
」
論
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
「
文
学
」
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
村
上
哲
見
「
文
人
・
士
大
夫
・
読
書
人
」
(
初
出
一
九
八
八
年
、
村
上
哲
見
『
中
国
文
人
論
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
所
収
)
に
よ
れ
ば
、
「
科
挙
の
試
験
で
は
、
経
書
の
解
釈
や
詩
や
文
章
の
中
に
、
お
の
ず
か
ら
思
想
、
信
条
が
披
渥
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
特
に
「
策
」
は
政
治
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
書
か
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
作
文
の
能
力
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
内
容
と
し
て
政
治
上
の
信
念
や
判
断
力
が
示
さ
れ
る
と
と
に
な
る
」
(
四
O
頁
)
と
い
う
。
ヲ
」
の
指
摘
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
文
学
」
と
い
っ
て
も
、
単
な
る
詩
文
作
成
能
力
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
経
学
な
ど
も
含
め
た
総
合
的
能
力
を
要
す
話
の
で
あ
っ
て
、
唐
代
の
出
版
文
化
の
状
況
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
経
学
と
異
な
り
独
学
で
も
才
能
を
伸
ば
せ
る
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
第
二
に
、
六
朝
「
土
族
」
を
、
「
門
閥
士
族
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
経
学
士
族
」
や
「
文
学
士
族
」
と
は
異
質
の
概
念
で
あ
る
点
が
や
は
り
気
に
か
か
る
し
、
さ
ら
に
、
六
朝
「
士
族
」
を
通
説
的
理
解
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
「
門
閥
士
族
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
点
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
「
文
学
士
族
」
の
概
念
を
提
起
す
る
に
際
し
て
、
李
浩
氏
は
、
程
章
燦
『
世
族
輿
六
朝
文
学
』
(
黒
竜
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
)
に
、
「
世
族
文
学
集
団
」
と
「
文
学
世
族
」
の
概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
(
邦
訳
一
O
四
頁
)
が
、
そ
の
程
章
燦
氏
の
著
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
指
摘
が
あ
る
。春
秋
時
代
の
世
族
と
比
べ
る
と
、
六
朝
世
族
に
も
そ
の
歴
史
的
特
徴
が
あ
る
。
春
秋
時
代
の
世
族
は
、
そ
の
始
ま
り
を
調
べ
る
と
、
多
く
は
王
族
あ
る
い
は
公
侯
の
末
商
で
、
少
数
は
功
績
に
よ
っ
て
封
を
受
け
た
異
姓
諸
侯
の
末
商
で
あ
り
、
両
者
と
も
厳
格
な
宗
法
制
度
に
し
た
が
い
、
社
会
政
治
権
威
の
認
定
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
安
定
し
た
社
会
地
位
と
よ
る
べ
き
経
済
保
障
を
も
っ
て
い
た
。
六
朝
世
族
は
そ
れ
が
政
治
文
化
の
上
で
突
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
し
だ
い
に
社
会
的
な
認
定
を
獲
得
す
る
が
、
そ
の
社
会
地
位
の
獲
得
は
後
天
的
な
奮
闘
と
努
力
に
も
と
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
分
封
賞
賜
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
一
定
の
流
動
性
と
可
変
性
を
も
っ
。
こ
の
よ
う
な
社
会
地
位
を
か
ち
と
っ
た
り
固
め
た
り
す
る
た
め
に
は
、
疑
い
な
く
い
っ
そ
う
多
く
の
自
覚
的
努
力
を
要
す
る
。
宗
法
精
神
を
取
り
入
れ
、
孝
悌
観
念
を
強
化
し
、
門
風
を
つ
つ
し
み
守
り
、
家
学
を
重
ん
じ
、
家
族
の
凝
集
カ
を
強
め
る
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
努
力
の
一
部
分
で
あ
る
。
(
三
1
四
頁
)
こ
の
よ
う
な
六
朝
の
世
族
(
士
族
)
の
特
質
に
つ
い
て
の
指
摘
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
六
朝
「
士
族
」
に
「
門
閥
士
族
」
概
念
を
適
用
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
「
門
関
」
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
通
説
的
な
理
解
に
よ
る
「
門
第
に
よ
る
固
定
的
安
定
的
な
政
治
経
済
特
権
の
享
受
」
と
い
う
理
解
な
の
か
、
あ
る
い
は
程
氏
の
よ
う
に
「
後
天
的
な
奮
闘
と
努
力
」
を
重
視
す
る
立
場
に
立
つ
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
、
李
浩
氏
の
「
文
学
士
族
」
論
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
限
ら
)
れ
た
視
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
当
然
取
り
上
げ
崎
る
べ
き
研
究
成
果
に
言
及
し
て
い
な
い
と
乙
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
ん
ん
か
と
恐
れ
る
。
ご
海
容
ご
批
正
を
お
願
い
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
研」族土
注
の
(
l
)
本
稿
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
唐
代
「
文
学
士
族
」
説
の
み
を
取
り
上
げ
瑚
る
。
本
書
及
び
本
書
と
密
接
に
関
連
す
る
『
唐
代
闘
中
士
族
与
文
学
市
(
増
訂
本
)
」
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
O
O一
ニ
年
)
に
つ
い
て
は
、
虐
驚
藤
茂
氏
に
よ
る
書
評
が
『
中
国
文
学
報
」
七
九
冊
(
ニ
O
一
O
年
)
に
公
表
さ
れ
て
お
り
、
松
原
氏
ほ
か
に
よ
る
邦
訳
に
つ
い
て
も
論
評
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
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(2)
安
田
二
郎
「
貴
族
(
中
国
)
」
(
平
凡
社
「
大
百
科
事
典
』
四
、
一
九
八
四
年
三
池
田
氏
は
、
「
最
も
参
考
に
な
る
」
記
述
と
し
て
引
用
す
る
。
(3)
注
(
1
)
を
参
照
。
(4)
敦
盤
発
見
唐
代
「
郡
望
表
」
七
種
。
詳
細
は
、
吉
岡
真
「
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
唐
朝
官
僚
機
構
の
人
的
構
成
」
(
『
史
学
研
究
」
一
五
=
一
号
、
一
九
八
一
年
)
を
参
照
。
(5)
吉
岡
真
「
北
朝
・
陪
唐
支
配
層
の
推
移
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
九
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
九
九
年
)
も
参
照
。
基
本
的
見
解
に
つ
い
て
、
本
文
所
掲
論
文
と
変
更
は
な
い
。
(6)
こ
の
「
世
襲
」
に
つ
い
て
、
布
田
氏
は
、
「
貴
族
制
の
場
合
、
こ
の
長
子
相
続
制
に
よ
っ
て
大
官
の
地
位
が
相
続
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
精
々
、
親
子
で
受
け
継
が
れ
た
と
し
て
も
、
長
男
で
は
な
く
、
何
男
か
が
、
時
に
は
八
男
で
あ
っ
た
り
、
十
男
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
勿
論
、
長
男
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
長
子
相
続
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
。
だ
が
、
「
世
襲
」
が
と
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
唐
代
に
も
五
品
以
上
の
官
に
認
め
ら
れ
て
い
る
蔭
と
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
(7)
岡
崎
文
夫
『
惰
唐
帝
国
五
代
史
』
(
平
凡
社
「
東
洋
文
庫
」
、
一
九
九
五
年
)
は
、
一
九
三
七
年
の
東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
講
義
ノ
1
ト
だ
が
、
唐
代
の
「
貴
族
」
に
つ
い
て
、
「
所
謂
貴
族
と
称
せ
ら
る
る
は
、
実
は
唐
の
王
室
と
関
係
し
て
家
を
起
し
た
者
の
子
弟
で
あ
っ
て
、
従
来
南
北
朝
時
代
に
社
会
的
に
認
め
ら
れ
た
家
柄
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
太
宗
の
氏
族
志
編
纂
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
よ
り
旧
来
の
貴
族
制
度
の
名
残
り
が
全
く
打
破
せ
ら
れ
、
一
に
主
室
を
中
心
と
し
て
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家
柄
の
上
下
が
決
定
せ
ら
る
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
。
か
っ
こ
の
王
室
に
勲
労
あ
る
も
の
の
子
弟
は
封
爵
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
特
権
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
唐
は
王
室
を
中
心
と
し
て
国
家
的
に
官
職
の
階
級
を
定
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
家
族
の
階
級
を
も
定
め
た
わ
ザ
で
あ
り
、
こ
の
法
制
的
な
基
礎
の
下
に
於
て
進
士
の
試
験
を
運
用
し
て
人
材
を
抜
擢
す
る
と
い
う
方
針
を
定
め
た
わ
け
で
あ
る
」
(
三
九
1
四
O
頁
)
と
、
布
目
説
に
通
じ
る
指
摘
を
含
む
、
独
特
の
説
を
展
開
し
て
い
る
。
(B)
停
紹
良
『
唐
代
謀
議
制
度
与
文
人
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
ニ
0
0三
年
)
に
も
、
「
唐
代
政
治
上
の
文
学
は
、
儒
学
・
文
辞
・
智
略
・
品
徳
の
諸
要
素
を
綜
合
し
た
文
化
実
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
文
学
の
独
自
性
を
肯
定
し
要
求
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
文
学
の
政
治
性
を
強
調
し
奨
励
し
た
」
(
八
五
頁
)
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
